
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 厚生労働大臣表彰（保健衛生功労） 」 受賞 

本号で広報誌「ふくむすび」は記念すべき 100号を迎えました。長きにわたり支えてくだ 

さった皆さまに心より感謝申し上げます。これまでの社会復帰事業部の歩みを振りかえる 

写真と共に各事業所からひとこと頂きました。この節目を励みに、今後も皆様に親しまれる広報誌づくりを行い、 

「地域とあなたと私を結ぶ定期便」として、より良い情報発信に努めてまいります。     ふくむすび編集部 

発行元：公益財団法人復康会 社会復帰事業部 

〒410-0811 沼津市中瀬町 17 番 11 号 TEL 055-931-0510 FAX 055-934-1697 

昨年末、当法人精神保健福祉士（前サポートセンターほっと施設長）の澤野

文彦氏が、厚生労働大臣表彰を受賞しました。沼津中央病院及び社会復帰事業

部にてクライエントの相談対応や生活支援に従事し、職能団体である静岡県精

神保健福祉士協会会長などを歴任しながら、当事者の権利擁護、地域づくり、

人材育成など長年にわたり精神保健福祉事業の推進に尽力された功績によるも

のです。 

この受賞は、本人はもちろん、同じ職場で働く私たち職員にとって大きな励

みとなりました。今後も心の病気や障害をお持ちの方々に寄り添い、誰もが安

心して暮らしていけるよう日々の業務に真摯に取り組んで参ります。 
日頃より公益財団法人復康会 社会復帰事業部の活動にご理解とご支援を賜り、改めて心より御礼

申し上げます。 

平成 30年に社会復帰事業部広報誌として「ふくむすび」を創刊してから、今年で 8年を迎えまし

た。これまでお読みいただいた皆様に深く感謝申し上げます 

私が入職した約 30年前、「おたより」といえば、手書きにイラストを糊で貼り、印刷して封筒に

入れ、関係者や当事者の皆様に郵送しておりました。現在ではインターネットを通じて世界中の方々

に情報を届けられるようになり、時代の変化を強く感じております。 

今後はより多くの皆様に事業部の取り組みを知っていただくよう、発信方法の改善にも努めてま

いります。 

 

さて、このたび令和 8年 4月より、社会復帰事業部部長を拝命いたしました。責任の重さを改め

て感じるとともに、関係機関の皆様と力を合わせ、よりよい支援体制の構築に取り組んでまいりた

いと考えております。 

私事ではございますが、令和 4年から 7年度まで、長泉町重層的支援体制整備事業の多機関協働

事業をなかせとして受託し、3月末をもって任務を終えました。多機関協働の現場に関わらせていた

だく中で、多くの事を学び得る事ができました。そこでは障害者支援の枠を超え、高齢・子ども・

貧困・防災・住宅・税・企業など、地域住民の困りごとを地域住民とともに考える取り組みでした。

複雑な課題を抱える世帯と向き合う中で、これまで当たり前のように使っていた「支援する」とい

う言葉がしっくりこなくなり、また、そこで暮らす一人ひとりの「命」や「尊厳」をどう考えるか

という事も深く考えるようになりました。 

地域共生社会を目指すうえで、私たち社会復帰事業部職員も、生活者の視点を忘れず、共に考え

続けていきたいと思います。 

 

また、本年度より当法人の障害者相談支援事業所は、届出上の再編を行います。サポートセンタ

ーほっと（富士市）は廃止し、サポートセンターなかせとして富士市エリアの特定相談を継続いた

します。サポートセンターひまり・ゆめワーク・りりぶについては、従たる事業所としてこれまで

通り運営を続けてまいります。 

これまで培ってきた強みを活かしつつ、情報共有や連携をさらに深め、相談される方々がより安

心して支援につながる体制を整えてまいります。 

地域の中で、障害のある方やご家族が安心して暮らし続けられるよう、関係機関との協働を大切

にしながら、「小さな革命」を起こし続ける事業部でありたいと考えております。今後とも皆様の

変わらぬご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

社会復帰事業部 佐藤聖美 

 

　　サポートセンターなかせ 沼津市中瀬町17-11 ☏055-935-5680

　　サポートセンターりりぶ 熱海市田原本町9-1 熱海第一ビル2F ☏0557-82-5680

　　サポートセンターひまり 三島市青木164-1 アカツキビル102 ☏055-991-1180

　　サポートセンターゆめワーク 伊豆の国市田京1259-294 ☏0558-75-5600

　　グループホームコーポ狩野 沼津市中瀬町24-1 ☏055-933-1038

　　グループホームはまゆう寮 沼津市中瀬町17-11 ☏055-933-1038
（グループホームコーポ狩野）

　　グループホームカーサ岡の宮 沼津市岡宮612-1 ☏055-933-1038
（グループホームコーポ狩野）

　　就労支援事業所かのん
沼津市中瀬町19-20

（軽食・喫茶花のん） 沼津市中瀬町18-28
☏055-933-8500
☏055-933-8502

　　ワークショップまごころ
三島市青木164-1 アカツキビル103

（クリーム・ド・クオーレ）

☏055-943-9990
☏055-943-9901

　　就労支援事業所 田方・ゆめワーク
伊豆の国市田京1259-294

（ﾌﾚｯｼｭﾍﾞｰｶﾘｰゆめワーク）
☏0558-75-5600

社会復帰事業部事業所一覧

特別号 

２０２６年４月 

令和 8 年 4 月 1 日 発行 

地域とあなたと私を結ぶ定期便 

厚生労働大臣表彰を受賞しま

した。ありがとうございます。

皆様に支えられて受賞できた

ものと思っています。 

皆様に感謝するのと同時に、 

今後もこの受賞に恥じない活

動ができるよう頑張ります。 

広報誌 100号のお礼と就任のご挨拶 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふくむすび 100 号おめでと

うございます！ 

ふくむすびを楽しみにして

くださっている皆さまに、自分

たちの取り組みや想いを知っ

てもらいたいと書き続けてき

ました。 

 これからも法人の他事業所

と共に、事業所の取り組みや

様々な想いを届けていけると

嬉しいです。 

 今後ともよろしくお願いい

たします。 

第 100 号おめでとうございます！ 

ほっとは 4 月よりなかせに一元化されます。

平成 16 年に開所し 21 年でした。ふくむすび

を大切に見てくださっている方もおり、広報

誌の大切さを再確認出来ました。これからも、

皆様に知っていただく機会として、ふくむす

びをよろしくお願いいたします。 

記念すべき第 100 号おめでとうござい

ます！早いもので創刊号発行からもう 8

年が経過したのですね。この間、利用者さ

んたちと共に取り組んだイベントや、パン

の新商品紹介、メンタルヘルスに関する豆

知識など色々と発信することができまし

た。「毎月、ふくむすびが楽しみ！」と言

ってくださる利用者さんも多く、とても励

みになっています。 

ＳＮＳが主流の現代ですが、これからも

「ふくまる」と一緒に温もりを感じられる

ような広報誌を作り、地域の皆様と心の結

びつきを深めていければ嬉しいです。 

ふくむすび 100 号達成おめでとうござ

います！ 

同じ法人の事業所との繋がりを感じる

機会、皆様に取り組みを知っていただけ

るツールの一つになっていると思いま

す。今後も開かれた事業部として皆様に

も知ってもらえることが、私たちにとっ

ても活動の励みになります。これからも

よろしくお願いします m(_ _)m 

また、ゆるキャラの「ふくまる」の活躍・

人気も期待したいですね。 

情報量の変化について、一説によると江戸

時代と現代とでは 1年分の開きがあるそうで

す。 

つまり江戸時代の人が 1 年間かけて聞く・

読む情報量を、現代人は 1日で頭の中に入れ

処理しているそうです。 

必要な情報の取捨選択がいかに重要であ

るか、その観点からも分かります。 

やはり広報の位置づけは重要です。 

引き続きよろしくお願いします。 

第 100 号おめでとうございます！ 

事業所の行事や移転についてお伝え

することはもちろん、『クリーム・

ド・クオーレ』の季節商品のお知ら

せに活用させていただき、とてもあ

りがたい場となっていました。 

皆様に活動を知っていただく貴重

な機会として、これからもよろしく

お願いいたします。 

100 号おめでとうございます！ 

「ふくむすび」は情報発信にとどまらず、法人

の想いや活動を伝える大切な架け橋です。 

これからも、私たちの想いや取り組みを分か

りやすくお届けできれば嬉しいです。 

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

ふくむすび 100 号おめでとうございます！ 

利用者さんの生活の様子をお伝えし知っていただくこ

とで、地域の皆様とつながっていければ、との想いで

発信してきました。 

ありがたいことに、町内清掃やお祭りでは多くの地

域の方に温かく迎えていただいています。 

今後ともよろしくお願いします。 

 


